
集
会
は
中
島
副
委
員
長
の
司

会
で
開
会
し
、
主
催
者
を
代
表

し
大
沼
委
員
長
は
、
地
方
本
部

が
抱
え
る
課
題
と
取
組
等
に
つ

い
て
述
べ
た
。

続
い
て
、
東
日
本
本
部
佐
藤

書
記
長
が
提
起
を
行
っ
た
。
概

要
は
以
下
の
と
お
り
。

◆
春
闘
で
は
、
バ
ス
東
北
の
み

回
答
が
な
い
状
況
。

◆
組
織
強
化
・
拡
大
〜
昨
年
の

大
会
か
ら
25
人
の
拡
大
。
新
規

採
用
者
の
2
人
。
平
成
採
の
拡

大
が
続
く
が
、
幅
広
い
年
齢
層

の
組
織
化
が
求
め
ら
れ
る
。

◆
01
年
の
設
備
、
07
年
駅
、
12

年
検
修
、
業
務
委
託
等
の
施
策

が
矢
継
ぎ
早
に
。
G
経
営
構
想

Ⅴ
以
降
さ
ら
に
加
速
。
総
額
人

件
費
抑
制
の
徹
底
。

貨
物
も
Ｈ
28
年
度
鉄
道
部
門

の
黒
字
化
に
向
け
た
効
率
化
施

策
。

輸
送
の
安
全
が
脅
か
さ
れ
て

い
る
。
事
故
が
後
を
絶
た
な
い
。

利
用
者
の
不
信
と
不
安
。
本

体
と
G
会
社
合
わ
せ
ど
う
改
善

を
図
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
。

労
働
組
合
と
し
て
の
チ
ェ
ッ

ク
機
能
を
果
た
す
こ
と
。

◆
労
働
条
件
に
関
す
る
協
約
改

訂
の
取
組
み
。
協
約
改
訂
の
交

渉
3
回
終
了
。
付
帯
す
る
青
年

部
・
女
性
部
の
要
求
交
渉
を
進

め
て
い
る
。

会
社
も
女
性
部
や
青
年
部
の

考
え
等
に
つ
い
て
聞
く
耳
を
持
っ

て
い
る
。
労
働
運
動
の
継
承
も

し
て
い
く
。

◆
制
度
に
関
す
る
要
求
の
交
渉

で
は
、
65
歳
ま
で
JR
本
体
で
働

か
せ
る
こ
と
を
要
求
。
組
合
は

「
受
け
入
れ
先
が
な
い
」
「
遠

距
離
通
勤
を
強
い
ら
れ
泣
く
泣

く
退
職
」
な
ど
、
エ
ル
ダ
ー
制

度
自
体
の
見
直
し
の
必
要
が
あ

る
と
指
摘
し
て
い
る
。

◆
15
年
設
備
メ
ン
テ
の
検
証
交

渉
。
夜
勤
月
10
回
、
年
１
２
０

回
で
仕
切
っ
た
が
な
い
が
し
ろ
。

JR
か
ら
の
出
向
者
の
社
員
管
理

の
立
場
か
ら
G
会
社
に
物
を
申

す
こ
と
が
大
事
。

◆
2
年
前
、
ジ
ェ
ス
と
労
使
間

の
取
り
扱
い
に
関
す
る
協
約
締

結
。
5
月
11
日
に
労
働
条
件
を

は
じ
め
要
求
書
を
提
出
。

ジ
ェ
ス
は
多
く
が
未
組
織
。
職

場
問
題
は
自
己
解
決
の
状
況
。

組
織
拡
大
・
労
働
条
件
の
改

善
に
向
け
取
組
み
を
強
め
る
。

◆
労
働
契
約
法
20
条
。
同
一
賃

金
同
一
労
働
、
定
年
後
の
賃
金

格
差
解
消
に
希
望
と
な
る
東
京

地
裁
判
決
の
記
事
。
定
年
後
再

雇
用
と
な
っ
た
ト
ラ
ッ
ク
運
転

手
だ
が
、
我
々
に
も
大
き
く
影

響
す
る
問
題
。
会
社
は
本
社
経

協
で
も
触
れ
た
が
「
法
的
に
何

ら
問
題
な
い
」
と
い
う
ス
タ
ン

ス
。
会
社
の
考
え
を
質
す
た
め
、

経
協
で
は
な
く
団
交
で
求
め
て

い
く
。
6
月
25
日
、
拡
大
弁
護

団
勉
強
会
を
企
画
し
て
お
り
そ

こ
で
検
討
し
て
い
く
。

た
だ
賃
金
だ
け
で
な
く
、
労

働
条
件
が
あ
ま
り
に
も
劣
悪
で

あ
り
、
ま
た
制
度
の
不
備
を
改

善
さ
せ
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

続
い
て
仙
台
地
本
千
葉
組
織

部
長
が
、
地
方
の
抱
え
る
課
題

と
取
組
み
等
に
つ
い
て
提
起
し
、

そ
の
後
の
職
場
実
態
交
流
で
は
、

厳
し
い
エ
ル
ダ
ー
職
場
環
境
と

改
善
の
取
組
み
の
強
化
を
促
す

意
見
が
多
く
出
さ
れ
た
。

宮
城
県
支
部

山
田
書
記
長

早
急
に
窓
口
作
り
を

▼
エ
ル
ダ
ー
制
度
。
2
月
退
職

で
2
月
提
示
。
ま
た
新
年
度
に

な
っ
て
も
ま
だ
提
示
の
な
い
組

合
員
も
。
制
度
自
体
破
綻
し
て

い
る
。
本
人
は
不
安
な
日
々
を

過
ご
し
て
い
る
。

▼
東
京
地
裁
判
決
。
本
部
と
し

て
早
急
に
会
社
と
交
渉
を
。

既
に
退
職
し
た
人
も
賃
金
戻

り
の
期
待
も
あ
る
。

同
じ
仕
事
で
半
額
以
下
で
は

だ
れ
が
考
え
て
も
お
か
し
い
。

裁
判
も
視
野
に
入
れ
た
取
組
を

要
請
す
る
。

▼
貨
物
で
契
約
社
員
の
67
歳
の

仲
間
が
加
入
。
一
年
毎
の
契
約

更
新
に
不
安
を
持
ち
加
入
。
ロ

ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
と
の
交
渉
の
場

を
確
立
す
る
こ
と
。

▼
現
在
出
向
中
。
制
服
が
間
に

合
わ
な
い
、
サ
イ
ズ
違
い
、
基

本
以
前
の
問
題
。

自
分
の
職
場
の
勤
務
が
月
に

1
〜
2
回
、
他
は
別
職
場
の
助

勤
、
営
業
経
験
が
な
い
の
に
数

回
の
見
習
い
で
さ
せ
ら
れ
る
な

ど
問
題
が
多
い
。

研
修
等
の
場
で
改
善
を
求
め

発
言
し
て
い
る
が
進
展
な
し
。

地
本
も
交
渉
窓
口
作
り
に
向

け
さ
ら
に
努
力
を
。

テ
ク
ノ
サ
ー
ビ
ス

腹
を
据
え
た
提
起
を

▼
郡
山
テ
ク
ノ
。
若
松
か
ら
郡

山
に
通
勤
。
昨
年
有
志
で
組
織

を
立
ち
上
げ
年
4
回
の
交
流
会

を
開
催
。
開
催
す
る
月
の
第
三

月
曜
日
を
交
流
会
日
に
指
定
。

お
よ
そ
12
〜
13
人
。

▼
職
場
状
況
。
プ
ロ
パ
ー
社
員

の
契
約
で
所
長
が
用
紙
を
投
げ

つ
け
る
と
い
う
事
象
。

中
ホ
ー
ム
の
水
道
が
止
め
ら

れ
た
。
し
か
し
ウ
オ
ー
タ
ー
サ
ー

バ
ー
を
設
置
さ
せ
た
。

三
春
駅
が
委
託
、
大
越
駅
が

無
人
化
、
異
動
の
玉
突
き
。

窓
口
長
蛇
の
列
。
何
時
間
も

着
座
で
販
売
。
船
引
駅
、
日
勤

勤
務
に
な
り
、
車
い
す
対
応
を

求
め
ら
れ
る
。

委
託
業
務
内
容
、
グ
レ
ー
ゾ
ー

ン
が
多
く
、
委
託
さ
れ
て
い
な

い
業
務
も
さ
せ
ら
れ
る
。

▼
5
回
の
交
流
、
愚
痴
を
聞
き

仲
間
の
結
び
つ
き
を
強
め
て
い

る
が
、
問
題
が
上
積
み
さ
れ
て

い
く
だ
け
。

ど
の
よ
う
に
解

決
し
て
い
く
の
か
具
体
的
な
道

筋
を
提
示
す
る
こ
と
が
必
要
。

▼
エ
ル
ダ
ー
5
年
。
そ
の
後
ど

う
仲
間
と
関
わ
る
の
か
課
題
。

苦
労
し
て
き
た
プ
ロ
パ
ー
の

方
と
我
々
の
意
識
は
雲
泥
の
差
。

組
合
費
五
百
円
払
え
る
の
か
、

見
合
っ
た
運
動
が
で
き
る
の
か
。

一
日
4
万
歩
歩
く
。
ブ
ラ
ッ

ク
企
業
で
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
で

斡
旋
不
可
。
チ
ラ
シ
で
応
募
者

が
来
て
も
半
日
で
辞
め
て
い
く
。

そ
う
し
た
職
場
に
労
働
組
合

の
旗
を
掲
げ
る
の
で
あ
れ
ば
腹

を
据
え
た
取
組
を
。
大
国
労
の

よ
う
な
提
起
で
は
的
外
れ
。

▼
あ
る
仲
間
。
郡
山
駅
か
ら
退

職
ま
で
数
年
で
地
元
に
戻
っ
た

が
、
職
場
が
な
く
ま
た
郡
山
。

辞
め
る
か
悩
む
が
生
活
が
あ
る

か
ら
辞
め
ら
れ
な
い
。

一
方
で
、
他
労
組
で
は
関
連

会
社
に
58
歳
で
早
期
出
向
、
65

歳
ま
で
７
年
間
安
泰
と
い
う
方
。

こ
う
し
た
差
別
を
見
せ
つ
け

ら
れ
て
い
る
。
エ
ル
ダ
ー
廃
止

等
、
退
職
年
齢
延
長
の
闘
い
に

力
を
入
れ
る
べ
き
。

▼
東
日
本
本
部
で
交
渉
し
て
い

る
と
い
う
が
、
関
連
会
社
に
ま
っ

た
く
響
い
て
い
な
い
。

仙
総
所
支
部

渡
辺
執
行
委
員

不
十
分
だ
が
一
部
改
善

▼
支
部
エ
ル
ダ
ー
担
当
。
要
求

は
集
約
し
て
い
る
が
、
改
善
に

結
び
つ
い
て
い
な
い
状
況
。

団
交
と
JR
職
場
や
エ
ル
ダ
ー

先
の
現
場
長
と
話
し
、
ま
た
労

安
で
他
労
組
を
通
じ
、
話
し
て

も
ら
い
、
十
分
で
は
な
い
が
、

暗
い
場
所
へ
の
ス
ポ
ッ
ト
ラ
イ

ト
、
転
落
防
止
の
ロ
ー
プ
が
張

ら
れ
る
な
ど
改
善
さ
れ
た
部
分

も
あ
る
。

要
求
は
エ
ル
ダ
ー
だ
け
で
な

く
、
プ
ロ
パ
ー
、
パ
ー
ト
の
方

の
意
見
も
集
約
し
て
い
る
の
で
、

我
々
の
話
に
も
耳
を
傾
け
て
く

れ
る

▼
支
部
は
エ
ル
ダ
ー
・
嘱
託
社

員
の
激
励
会
を
毎
年
開
催
し
て

き
た
が
、
昨
年
は
大
雨
で
中
止
。

昨
年
9
月
と
10
月
に
2
回
、

会
社
毎
に
集
ま
り
意
見
交
換
を

実
施
。
会
社
毎
だ
と
多
く
の
意

見
が
集
約
さ
れ
、
収
穫
も
多
い
。

今
年
も
激
励
会
と
合
わ
せ
、

交
流
会
も
実
施
し
、
少
し
で
も

改
善
に
繋
げ
た
い
。

東
北
総
合
サ
ー
ビ
ス

業
務
委
託
化
に
歯
止
め
を

▼
仙
台
駅
の
現
状
。
み
ど
り
の

窓
口
を
委
託
の
提
案
が
あ
り
、

Ｔ
Ｓ
Ｓ
か
ら
数
人
見
習
い
が
き

た
。
分
会
は
委
託
反
対
、
出
向

反
対
で
意
思
統
一
。
支
部
と
相

談
し
労
基
署
に
相
談
。

現
在
は
、
「
本
社
か
ら
委
託

実
施
の
GO
が
出
な
い
」
と
止
ま
っ

て
い
る
が
、
白
紙
に
な
る
の
か

わ
か
ら
な
い
状
況
。

昨
年
新
幹
線
南
口
改
札
が
委

託
に
な
り
、
何
人
か
出
向
。

一
方
で
Ｔ
Ｓ
Ｓ
社
員
が
み
ど

り
の
窓
口
へ
逆
出
向
は
お
か
し

い
と
い
う
声
。

▼
あ
お
ば
通
り
駅
。
乗
り
継
ぎ

改
札
口
を
遠
隔
に
す
る
と
い
う

こ
と
で
支
社
等
が
現
場
調
査
。
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5
・
26

第
1
回
選
挙
管
理
委
員
会

5
・
30

清
藤
弁
護
士
に
感
謝
す
る
会

6
・
8

第
2
回
選
挙
管
理
委
員
会

6
・
5

第
13
回
職
場
活
動
家
交
流
集
会
（
茨
城
）

6
・
5
-
6

第
10
回
全
国
組
対
会
議
（
箱
根
）

6
・
11

東
日
本
組
織
部
長
会
議

6
・
12

仙
台
地
本
組
織
対
策
会
議

6
・
13

第
10
回
地
本
執
行
委
員
会

6
・
18

安
プ
ロ
・
各
支
部
業
長
合
同
会
議

第
3
回
地
本
選
管
（
開
票
）

6
．
22

乗
務
員
勤
務
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
会
議

6
・
25

ア
ス
ベ
ス
ト
対
策
会
議

地
方
本
部
は
5
月
22
日
、
仙
台
市
内
に
お
い
て
、
「
エ
ル
ダ
ー
・

嘱
託
社
員
交
流
会
」
を
開
催
し
た
。

JR
東
日
本
お
よ
び
JR
貨
物
で
は
、
60
歳
定
年
退
職
を
迎
え

る
と
、
一
部
社
員
を
除
き
、
「
原
則
出
向
」
と
な
る
が
、
労
働

条
件
は
低
下
し
、
さ
ら
に
賃
金
は
激
減
す
る
。
ま
た
駅
の
業
務

委
託
化
な
ど
に
よ
る
若
年
出
向
も
激
増
し
て
い
る
。

地
方
本
部
は
こ
う
し
た
課
題
の
問
題
点
を
集
約
し
、
改
善
に

向
け
た
取
組
み
に
つ
な
げ
る
方
針
だ
。



4
〜
5
年
前
、
融
合
化
で
び
ゅ

う
窓
口
と
一
緒
に
な
っ
た
が
、

今
度
は
子
会
社
化
す
る
の
で
仕

切
り
を
付
け
る
と
い
う
話
。
何

を
見
据
え
て
や
っ
て
い
る
の
か
。

▼
仙
台
駅
、
あ
お
ば
通
の
2
箇

所
を
含
め
現
在
10
の
窓
口
が
あ

る
が
6
箇
所
は
委
託
。

駅
内
で
Ｔ
Ｓ
Ｓ
社
員
と
一
緒

の
場
合
、
異
常
時
の
対
応
が
難

し
い
場
面
も
。

社
員
窓
口
を
残
さ
な
い
と
中

間
駅
の
対
応
も
含
め
大
変
。
今

後
ど
う
な
る
の
か
不
安
で
仕
方

な
い
。

テ
ク
ノ
サ
ー
ビ
ス

過
酷
な
業
務
と
低
賃
金

▼
テ
ク
ノ
仙
台
東
。
低
賃
金
で

パ
ー
ト
時
給
７
３
０
円
、
準
社

員
日
給
5
千
8
百
円
、
社
員
12

万
8
千
円
、
自
分
は
15
万
5
千

円
+
調
整
給
2
万
9
千
円
で
合

計
18
万
4
千
円
。

テ
ク
ノ
が
出
向
社
員
に
対
し

JR
に
上
納
す
る
金
額
は
一
人
28

万
円
。
自
分
の
賃
金
と
年
金
や

健
康
保
険
を
加
算
し
て
も
22
万

円
未
満
。
残
り
の
金
は
ど
こ
へ

消
え
る
か
…
。

テ
ク
ノ
仙
台
東
営
業
所
の
所

長
等
は
年
俸
制
で
一
千
万
円
超
。

こ
の
辺
も
追
求
し
な
い
と
エ
ル

ダ
ー
社
員
や
プ
ロ
パ
ー
の
賃
金

も
上
が
ら
な
い
。

▼
業
務
内
容
。
清
掃
業
務
は
5

つ
に
別
れ
、
日
常
業
務
は
60
車

両
前
後
の
清
掃
。
女
性
は
1
〜

2
日
で
辞
め
て
い
く
。

自
分
も
そ
の
業
務
の
翌
日
は

腕
が
上
が
ら
な
い
。

▼
車
両
床
の
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
業

務
。
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
時
に
人
体

に
有
害
な
ガ
ス
が
発
生
。
九
州

ハ
イ
テ
ッ
ク
と
い
う
会
社
が
施

工
し
て
い
た
が
、
ジ
ェ
イ
テ
ッ

ク
社
員
を
見
習
い
に
付
け
、
将

来
は
直
轄
施
工
す
る
計
画
。

ガ
ス
マ
ス
ク
を
使
用
す
る
よ

う
だ
が
、
有
害
な
作
業
で
も
あ

り
調
査
を
要
請
し
た
い
。
ま
た

こ
の
見
習
い
実
習
は
偽
装
請
負

で
は
。

東
北
総
合
サ
ー
ビ
ス

労
働
条
件
変
え
な
い
と

▼
Ｔ
Ｓ
Ｓ
本
宮
駅
。
昨
年
、
須

賀
川
駅
か
ら
本
宮
駅
に
現
役
出

向
。
実
は
ビ
ジ
ネ
ス
え
き
ね
っ

と
の
仮
契
約
で
あ
っ
た
。
「
エ

ル
ダ
ー
に
な
る
ま
で
」
と
い
う

約
束
だ
っ
た
が
反
故
に
。

一
方
で
、
ビ
ジ
ネ
ス
に
は
何

人
か
新
た
に
入
っ
て
い
る
。
自

分
に
は
何
の
話
も
な
い
。

▼
プ
ロ
パ
ー
ア
ン
ケ
ー
ト
。
低

賃
金
だ
。
特
殊
勤
務
手
当
一
切

付
か
な
い
。
本
人
た
ち
は
意
見

が
言
い
づ
ら
く
、
我
々
が
少
し

ず
つ
意
見
を
代
弁
。

▼
冬
期
間
接
客
コ
ー
ト
が
な
く

JR
の
も
の
を
使
用
。
サ
イ
ズ
の

違
い
も
あ
る
。
酷
い
話
だ
が
、

一
方
で
我
々
が
ミ
ス
す
る
と
ど

ん
な
扱
い
に
な
る
か
。

▼
職
場
は
一
人
勤
務
。
気
象
が

悪
い
と
非
常
に
忙
し
く
神
経
が

磨
り
減
る
。
60
過
ぎ
で
お
客
様

に
怒
ら
れ
る
。
休
憩
時
間
も
ド

ア
を
た
た
か
れ
、
券
売
機
の
ボ

タ
ン
を
押
さ
れ
る
。
体
も
神
経

も
休
ま
ら
な
い
。

テ
ク
ノ
サ
ー
ビ
ス

職
場
環
境
変
え
た
が
…

▼
テ
ク
ノ
福
島
駅
。
支
部
情
報

の
「
雑
草
」
参
照
。

職
場
7

人
の
要
望
と
し
て
CS
カ
ー
ド
に

書
い
て
提
出
。
涼
し
い
環
境
で

作
業
で
き
て
よ
か
っ
た
が
、
今

ま
で
の
先
輩
方
の
対
処
は
？
。

交
流
会
は
継
続
し
た
い
。
不

平
不
満
は
出
る
。
そ
の
改
善
は

ど
う
す
る
の
か
が
課
題
。

▼
プ
ロ
パ
ー
社
員
、
時
給
は
今

年
7
円
上
が
っ
て
７
４
４
円
。

よ
く
や
っ
て
い
る
が
、
体
も
か

な
り
参
っ
て
い
る
。

社
員
契
約
は
、
所
長
に
よ
っ

て
扱
い
が
違
う
。
夜
勤
で
き
な

い
女
子
が
、
夜
勤
で
き
る
契
約

に
。
簡
単
に
ハ
ン
コ
を
押
す
な

と
言
え
る
が
、
自
分
は
あ
と
数

年
で
居
な
く
な
る
た
め
、
ど
こ

ま
で
関
わ
り
を
持
て
ば
よ
い
の

か
悩
む
。
す
り
減
っ
た
ワ
イ
シ
ャ

ツ
を
着
て
仕
事
を
や
っ
て
い
る
。

交
渉
し
ダ
イ
ヤ
変
更
に

▼
テ
ク
ノ
郡
山
駅
。
ダ
イ
ヤ
改

正
で
車
両
清
掃
が
な
く
な
り
、

そ
の
代
替
え
で
何
を
さ
せ
る
の

か
、
新
し
い
作
業
ダ
イ
ヤ
が
青

写
真
の
う
ち
見
せ
ろ
と
言
っ
た

が
、
我
々
の
意
向
を
聞
か
ず
に

出
来
上
が
っ
た
も
の
を
提
示
。

50
分
、
一
時
間
と
か
細
切
れ

の
間
合
い
に
内
容
の
濃
い
作
業

を
入
れ
ら
れ
た
。
主
張
し
我
々

の
要
望
が
通
っ
た
が
、
「
ま
あ

い
い
か
」
と
流
す
と
キ
ツ
イ
作

業
を
押
し
付
け
ら
れ
る
。

国
労
が
入
っ
て
こ
な
け
れ
ば
、

ま
た
悪
く
な
る
と
懸
念
さ
れ
る
。

退
職
し
た
先
輩
に
言
わ
れ
た

の
は
「
最
初
の
一
年
は
い
い
が
、

年
を
重
ね
る
度
き
つ
く
な
る
。

最
後
の
一
年
は
し
ん
ど
い
」
と
。

不
満
。
特
休
が
62
か
ら
53
。

会
社
間
で
も
数
が
違
う
。
是
正

を
し
て
も
ら
い
た
い
。

東
北
総
合
サ
ー
ビ
ス

手
当
な
く
働
か
さ
れ
る

プ
ロ
パ
ー
社
員
…
。

▼
Ｔ
Ｓ
Ｓ
東
照
宮
駅
。
雇
用
継

続
、
ど
う
な
る
か
。
駅
で
延
長

し
た
の
は
国
労
で
は
自
分
が
初
。

北
仙
台
も
委
託
の
噂
。
直
轄

は
愛
子
だ
け
に
な
る
の
で
は
。

賃
金
、
13
万
3
千
円
+
手
当

で
17
万
程
度
。
手
取
り
15
万
弱
。

手
当
は
夜
勤
だ
け
。

仙
山
線
は
頻
繁
に
列
車
遅
延

で
1
人
勤
務
は
大
変
。

プ
ロ
パ
ー
社
員
は
金
が
安
い
。

手
当
が
全
く
付
か
な
い
。
せ
め

て
手
当
く
ら
い
は
‥
。

交
渉
単
位
を
ど
う
す
る
の
か
。

組
織
を
作
ら
な
い
と
仕
方
な
い
。

劣
悪
・
危
険
な
作
業
環
境

▼
Ｔ
Ｓ
Ｓ
榴
ヶ
岡
駅
。
11
月
で

65
歳
、
雇
用
継
続
の
話
は
あ
る
。

4
月
1
日
か
ら
管
理
駅
変
更

に
な
り
、
多
賀
城
、
松
島
海
岸
、

石
巻
の
3
駅
（
仙
石
線
63
駅
）
。

3
月
末
で
も
管
理
駅
変
更
の

話
が
な
く
、
鉄
道
事
業
部
に
要

望
書
を
Ｆ
Ａ
Ｘ
し
た
。
直
接
返

答
は
な
く
、
JR
と
Ｔ
Ｓ
Ｓ
の
交

渉
経
過
が
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
返
信
。
職

環
要
求
も
回
答
な
し
。

▼
仙
台
駅
内
に
仙
台
地
区
セ
ン

タ
ー
と
い
う
Ｔ
Ｓ
Ｓ
の
業
務
部

を
設
置
。
作
業
終
了
報
告
も
Ｆ

Ａ
Ｘ
、
業
務
指
導
も
な
し
。

線
路
内
遺
失
物
を
線
路
に
入
っ

て
取
っ
た
と
い
う
こ
と
で
大
変

な
問
題
に
。
現
場
の
判
断
に
任

さ
れ
て
い
る
の
が
実
態
。

い
ず
れ
は
線
路
に
入
っ
て
取

ら
せ
る
と
い
う
方
向
だ
が
、
運

転
適
性
検
査
を
し
た
の
は
過
去

の
話
。
我
々
は
経
験
者
だ
が
経

験
の
な
い
も
の
に
や
ら
せ
る
の

は
重
大
な
問
題
。

▼
自
分
は
基
本
給
15
万
5
千
円

で
手
取
り
14
万
弱
。
プ
ロ
パ
ー

は
大
学
出
て
も
13
万
の
基
本
給

手
取
り
10
万
弱
。
ア
パ
ー
ト
代

含
め
や
っ
と
食
っ
て
い
る
。
辞

め
よ
う
に
も
簡
単
に
は
い
か
な

い
。
Ｔ
Ｓ
Ｓ
社
員
募
集
ポ
ス
タ
ー

は
JR
社
員
の
募
集
の
よ
う
だ
。

▼
Ｔ
Ｓ
Ｓ
と
労
組
の
テ
コ
入
れ

で
互
助
会
作
り
を
し
て
お
り
、

組
合
作
り
の
第
一
歩
か
。

一
方
で
、
我
々
は
若
者
を
国

労
に
入
れ
て
、
そ
の
後
ど
う
関

わ
り
支
え
て
い
く
の
か
が
不
安

だ
。
若
手
に
関
わ
っ
て
い
る
が
、

誰
に
ど
の
よ
う
に
引
き
継
ぐ
の

か
。

第２７２３号 国労せんだい ２０１６年６月２５日

団結 抵抗 統一

5
月
26
〜
27
日
、
第
15
回

国
労
東
日
本
本
部
軟
式
野
球

大
会
が
大
井
ふ
頭
海
浜
公
園

内
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

仙
台
地
本
チ
ー
ム
は
前
回

大
会
で
怪
我
人
を
二
人
（
救

急
車
で
搬
送
！
）
を
出
し
つ

つ
も
準
優
勝
で
あ
り
、
今
年

こ
そ
は
悲
願
の
優
勝
を
勝
ち

取
ろ
う
と
、
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム

を
新
調
し
、
体
調
・
体
力
万

全
？
で
臨
み
ま
し
た
。

し
か
も
今
回
は
、
昨
年
国

労
加
入
し
た
、
宮
城
県
支
部

小
牛
田
駅
連
合
分
会
の
門
間

純
平
君
と
協
力
会
社
か
ら
の

助
っ
人
1
人
が
参
入
し
、
ベ

テ
ラ
ン
と
若
手
が
か
み
合
う

絶
好
の
布
陣
と
な
り
ま
し
た
。

予
選
一
試
合
目
は
強
豪
千

葉
地
本
。
先
行
の
仙
台
は
若

手
の
活
躍
で
先
制
点
。
一
方
、

先
発
の
大
倉
投
手
は
あ
わ
や

ノ
ー
ヒ
ッ
ト
の
完
封
で
4
対

0
で
快
勝
。

続
く
予
選
二
試
合
目
は
水

戸
地
本
。
絶
好
調
の
大
倉
投

手
を
連
投
起
用
し
た
落
合
監

督
の
采
配
が
あ
た
り
、
12
対

4
で
圧
勝
。
門
間
君
を
温
存

し
、
決
勝
リ
ー
グ
に
大
き
な

期
待
を
か
け
ま
し
た
が
、
翌

日
は
あ
い
に
く
の
雨
で
試
合

は
中
止
に
。
抽
選
の
結
果
ま

た
も
準
優
勝
に
涙
を
飲
ん
だ

仙
台
チ
ー
ム
で
し
た
。
【
昌
】

退
職
の
お
知
ら
せ

5
月
31
日
付

柳
沼

良
充
さ
ん

郡
山
駅
連

（
Ｔ
Ｓ
Ｓ
郡
山
）

氏
家

亘
さ
ん

仙
総
台
車
（
退
職
）

相
沢

祐
二
さ
ん

仙
台
電
車
区

（
J
テ
ッ
ク
仙
台
東
）

菅
野

等
さ
ん

仙
石
線
駅
連

（
Ｔ
Ｓ
Ｓ
国
見
）

西
大
條

克
彦
さ
ん

小
牛
田
駅
連

（
Ｔ
Ｓ
Ｓ
国
府
多
賀
城
）

熊
谷

司
さ
ん

小
牛
田
駅
連

（
Ｔ
Ｓ
Ｓ
田
尻
）

千
尋

文
弘
さ
ん

仙
宮
運
輸
区
（
退
職
）

加
藤

宏
さ
ん

仙
総
車
体

（
Ｊ
Ｒ
Ｔ
Ｍ
）

エ
ル
ダ
ー
退
職

三
品

秀
博
さ
ん

仙
総
運
転

（
東
北
工
機
整
備
）

長
い
間
お
疲
れ
様
で
し
た

後一歩で優勝メダルだったが…次回頑張ろう！

仲
間
の
異
動

6
月
1
日
付
（
出
向
）

 

○
杉
山

靖
男
さ
ん

山
形
駅

←

テ
ク
ノ
米
沢
営
業
セ
ン
タ
ー


